
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

レセプト電算 CD-R 作成手順書 

Windows10 版 
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 １

CD-R へのレセプト電算データ記録手順 

 

１． レセ電ファイルをクライアント保存後、未使用の CD-R ディスクを光学ドライブへセットして

ください。 

 

 

 

 

CD-R セット後デスクトップに以下の画面が表示されます。 

「CD/DVD プレーヤーで使用する」を選択し「次へ」をクリックします 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 光学ドライブのイジェクトボタン（左図の赤丸）を押して 

トレイを開きます。 

② ラベル面を上にして CD-R をトレイにセットします。 

※サーバ本体を縦置きしている場合は、ラベル面を左にして 

CD-R をトレイにセットします。 

③ 軽く手で押してトレイを閉じます。 



 

 ２

２． 以下の画面が表示されます。 

「DVD RW ドライブ(E:)」フォルダの赤枠内にレセプト電算データをコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． デスクトップの「rece」フォルダをダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

４． 「shaho（kokuho）」フォルダをダブルクリックします。※本例では「shaho」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ３

５． 次に「年」フォルダをダブルクリックします。※本例では該当年（2024）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 次に「月」フォルダをダブルクリックします。※本例では該当月（07）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 ４

７． 「RECEIPTC.UKE」ファイルを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 「RECEIPTC.UKE」ファイルを項番２の「DVD RW ドライブ(E:)」フォルダへコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ５

「RECEIPTC.UKE」ファイルがコピーできたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 「ドライブツール」をクリックし、「書き込みを完了する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 ６

１０． 以下の画面が表示されます。 

「ディスクのタイトル」を「shaho（kokuho）YYYYMM」と入力し、「次へ」をクリックし

ます。（YYYY：年（西暦）、MM：月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． ディスクの書き込みが始まります。完了まで待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ７

１２． 書き込みが完了すると自動的に光学ドライブのトレイが開きます。「ファイルはディスクへ正

しく書き込まれました」と表示されます。 

完了をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でディスクへの書き込みは完了です。 

CD-R ディスクへ正しく記録できているかどうか、次ページ以降の手順で確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ８

CD-R ディスク記録済みデータの確認手順 

CD-R ディスクに記録したレセプト電算データを「レセ電ビューア」を用いて確認します。 

 

１． レセプト電算データを記録済みの CD-R ディスクを光学ドライブにセットします。 

 

 

 

 

 

２． 画面左下の   からスタートメニューを開き、「エクスプローラー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 光学ドライブのイジェクトボタン（左図の赤丸）を押して 

トレイを開きます。 

② ラベル面を上にして CD-R をトレイにセットします。 

※サーバ本体を縦置きしている場合は、ラベル面を左にして 

CD-R をトレイにセットします。 

③ 軽く手で押してトレイを閉じます。 



 

 ９

３． 「PC」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 「DVDRW ドライブ」をダブルクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 １０

５． 「RECEIPTC.UKE」ファイルダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． レセ電ビューアが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 １１

レセ電ビューアによる確認には、3 つの方法があります。 

① 種別点数情報 

「種別点数情報」タブを選択すると以下の情報を表示します。 

 社保・・・レセプト種別毎の情報 

 国保・・・保険者番号毎の情報 

② 医療機関／患者情報 

「医療機関/患者情報」タブを選択すると、医療機関毎の情報や患者毎の情報を表示します。 

③ レセ電コード 

「レセ電コード」タブを選択すると、電子データ（レセプト電算データ）の内容をそのまま表示

します。 

 

７． 確認が終わったら「レセ電ビューア」を閉じます。 

「ファイル(F)」メニューから「終了(Ctrl+Q)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 光学ドライブから CD-R ディスクを取り出します。光学ドライブのイジェクトボタンを押して

トレイを開きます。一度で開かない場合には、再度イジェクトボタンを押してください。 

トレイが開いたら、CD-R ディスクをトレイから取り出します。 

 

これで、CD-R ディスクに記録した電子データ（レセプト電算データ）の確認は終了です。 

  



 

 １２

CD-R への表記 

CD-R のラベル面へ下記の項目を油性マジックなどで記入します。 

 

・医療機関コード 

・医療機関名称 

・医科 

・○診療年月分 

・提出年月日 

・○枚（枚数） 

・支払基金又は国保連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

以上 


